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北大水産業報
36(3)， 87-98. 1985. 

ヒメエゾポラ (Nep加neaarthritica BERNARDI)個体群の繁殖生態，

特に生殖周期と卵塊産出・稚貝瞬出について

藤永克昭*

The reproductive ecology of the neptune whelk (Neptunea 

arthriticαBERNARDI) population， with special 

reference to the reproductive cyc1es， depositions of 
egg masses and hatchings of juveni1es. 

KaもsuakiFUJINAGA * 

Abstract 

The reproductive ecology of七heneptune whelk Neptuneααrthrit叩αW拙 mves七iga七edby七he
his七ologicalobserva七ionsof gonads and coils of sperm duc七ωting副 seminalvesicle，おld
observa七ionson deposiもionsof egg masses and hatch of juveniles in Usu Bay loca句dinもhe
head of Volcano Bay， Hokkaido， from Augusも1977ω Sepもember1978. 
( 1) The developmental s七agesof gonads were divided into 4 ones by germ cells dominat-
ing in follicles; (1) recovering stage， (2) developing s七age(in female subdivided inω2sぬg田
of pr←and pos七-developing)，(3) mature stage， and (4) spent s七時:e，and seminal vesicle was 
divided inも03s七agesby the morphological changes; (1) spent stage， (2) r朗もingsぬge，and (3) 
accumulating s七age. The annual cycles of七hewhelk population are as follows; in female 
population， spawning period: May and June， recovering period: July， preトdeveloping
period: Augusも， post-developing period: Sepもember七oDecember， and mature period: Janu-
aryもoApril， while in male population， copulaもionperiod: AprilもoJune， r，田overingperiod : 
July， developing period: Augus七andSep加 nber，and mature period: October ωMarch. 
(2) The sizes a七命的 maturiも'yare 60 mm shell height in female and 50 mm in male， and 
individualsもhathave re叫 hed七hesesizes r田 ruitinもothe reproductive population. 
(3) Animals larger than 55 mm shell height were found depos訪ingegg m剖 ses，but mosも
of females are composed of animals from 65 mm to 85 mm in shell height. 
(4) Egg mass田 aredeposiもedon solid subs旬叫ain shallow waters inぬecenもerand the 
circumference of七heBay from May through July， and in August depositions of them are 
completed. 
(6)An egg mass is composed of 20ω80 egg capsules. 
(6) The number of embryos which develop within an egg capsule is almost all one， and 

もhe0もhereggs serve as n urse eggs. 
(7) The incuba七ionperiod during deposition of an egg mass to hatch of juvenile takes 

about 2 months. 
(8) The majori七，yof juveniles ha七chout from egg capsul田 inSeptember，品目dalmost all 
embryos are not found withinぬemm七，hebeginning of November. 

* 北海道大学水産学部自噴水増殖学講座
C Laboratory 01 Mα巾ulture，F，酬 lty01 Fisheries， Hokkαido U niversity ) 
現.道都大学教養部第一教室

CPres側 tAddress: First Division 01 Liberal Arts， Dohto University) 
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(9) The sizes of juveniles at theもimeof hatching are 6 to 11 mm shell height and 5ω 
7 mm shell diameter 

ヒメエゾボラ Neptuneaarthri昨日は，東北・北海道，サハリン，沿海州，朝鮮半島北東部沿岸

の潮間帯から水深 10mほどまでの砂泥域や岩礁域に普通に棲息するエゾパイ科巻貝である。本

種は，エゾパイ，エッチュウパイ，パイなどの巻貝と同様に，漁業対象種として利用されており，

地域によっては浅海漁獲物として重要な地位を占めている。しかし，本種はトラップ式漁法によ

り比較的容易に漁獲され，しかも漁具の選択性がなく小型個体までも漁獲されるために乱獲にお

ち入りやすく川)，資源管理面からは多くの問題が内匂されている。資源の適正な利用により資源

維持をはかり，さらには個体群の増大を図ることが今後のヒメエゾボラ漁業において肝要と思わ

れる。そのためには本種の資源、生物学的な知見，なかでも個体群の再生産機構の基礎をなす繁殖

生態的な知見を系統的に集積することが望まれる。これは成長や摂食と L、う問題とともに個体群

生態学の基本的な特性をなし，本種の生活史の解明に必要な項目であるばかりでなく，個体群動

態の解明の基礎として極めて重要な知見をも提供するからである。

これまで，ヒメエゾボラの繁殖生態に関する知見は，室内観察を主とした宮脇3)による産卵行動

の研究，精子形成過程に関する高橋ら叫の報告と生殖細胞形成過程に基づく生殖周期に関する高

丸・富士5)の研究があるにすぎず極めて乏しいと言わざるを得ない。

ここで、は，体内受精型の生殖様式をとり，卵嚢を積み重ね卵塊を産出するヒメエゾボラの繁殖

生態を，初成熟に達する大きさの規定にはじまり，個体群の成熟過程，卵塊産出，これにつづく

稚貝鮮出に至るまでを一連の生殖過程として検討したので，その結果を報告する。

本文に先立ち，本研究の御指導と御助言を賜った北海道大学富士昭教授ならびに中尾繁助教授

に謝意を表する。また，本研究に用いた材料の採集に多大の便宜を与えられた北海道立函館水産

試験場室蘭分場石川政雄氏，有珠漁業協同組合参事神戸弘志氏をはじめ組合員各位に厚く御礼申

し上げる。

材料および方法

本研究は 1977年8月より 1978年 11月まで北海道噴火湾湾奥部に位置する有珠湾で行なわれ

た(第 1図)。用いたヒメエゾボラは 1977年8月より 1978年9月まで毎月 I回SCUBA潜水によ
り採集した。採集個体は殻高を測定した後，軟体部より生殖巣と雄個体においては貯精嚢として

機能する輸精管回旋部位も同時に摘出し，それぞれの中央部をブアン液で固定した。固定した材

料は，通常のパラフィン包埋法により 8-12μ の連続切片とし，デラフィールドのへマトキシリン

とエオシンの 2重染色を施した。

また，産卵期聞をはさむ5月より 8月にかけて毎月 1回，湾央部と湾周部に設けた調査区(第

1図)において，産出された卵塊の数を計数すると同時に， 6月， 7月には卵塊産出途上にある雌

個体の殻高の測定をノギスを用いSCUBA潜水により行なった。さらに7月より 11月にかけては
ほぼ毎月 2回.主に地点B・C・E(第I図)より無作為に採集した卵塊についてその卵嚢数，勝

出稚貝数を計数した。
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結 果

I生殖周期

生殖巣の発達段階

ヒメエゾボラは雌雄異体であり，体内受精を行なう。生殖巣は雌雄ともに螺塔上部内に回旋状

に存在する中腸腺の背側を被覆している。

生殖巣の成熟過程を高丸・富士町の区分に準拠し，以下の期に分けた。

放出期 卵あるいは精子の放出により生殖小嚢内腔には多数の空隙が存在する。卵巣小嚢内陸

には残存卵およびその崩壊途上の卵が至る所に認められる(図版1-1)。精巣小嚢ではその内腔に

小量の残存精子塊や精細胞が認められる。また小嚢上皮には精原細胞が存在するが，その数は少

ない(図版1-2)。

回復期 生殖小嚢内腔には放出期と同様に空隙が認められるが，小嚢の生殖上皮では生殖細胞

の増殖が活発に行なわれている。卵巣小嚢の生殖上皮には，核はエオシン好性の仁を数個包含す

る8-10μx12-17μ の楕円形あるいはほぼ円形の卵原細胞や大きな核と明瞭な仁を有する大き

さ15-30μx20-40μ の卵母細胞が多数認められる(図版I-3，4)。この期の後半になると卵黄頼

粒蓄積を開始した卵母細胞が若干出現する。精巣小嚢では生殖上皮に大きさ 12-15μx18-20μ
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の楕円形あるいは円形で核内に数個の仁を有する精原細胞が多数認められる(図版1-5，6)。しか

し一部の小嚢では内腔に精母細胞，精細胞，精子の崩壊像がみられる。この期の後半になると

大きさ 10-12μ で核内に染色体が散在する第一次精母細胞が出現する。

発達期 生殖小嚢では生殖細胞の成長あるいは成熟が活発に行なわれている。卵巣小嚢では卵

母細胞に卵黄が盛んに蓄積され，生殖細胞の著しい成長が行なわれている。そこで優占する卵母

細胞により発達期を前期と後期の 2つに区分した。発達期前期の卵巣小嚢では長径50-100μ，短

径40-60μ ほどで卵黄頼粒もまだ 1μ 前後と小さい卵母細胞が主構成員となり内腔を充たして

いる(図版1-7)。発達期後期になると小嚢には，内腔に著しく突出し卵黄粒も 10μ 前後と大きさ

を増した長径 180-230μ，短径 100-150μ の卵母細胞が主群をなしている(図版1-8)。精巣小嚢

では第一次精母細胞が多数形成されている。生殖細胞の成熟活動が活発に行なわれており，その

ため小嚢内腔には大きさ 6μ で染色体が核内に散在する第二次精母細胞および精細胞が多数認め

られる(図版1-9)。この期の後半になると精細胞から精子への変態が活発に行なわれるようにな

り，最初球形である精細胞は，楕円形，棒状へと形状変化し(図版1-10)，ヘマトキシリンに濃染

する細長い紐状の頭部とエオシンに染まる尾部より構成される精子となる。内腔には生殖上皮に

頭部を向けて集合している精子も若干認められる。

成熟期 卵巣小嚢の内腔は， 50-70μx70-80μ の核とエオシン好性の仁を 1個有する大きさ

170-200μx300-400μ の卵で満たされており，これらの卵細胞は相互接触により四角形を呈し

ている(図版1-11)。この期の後半になると，個々の卵の区別は非常に困難となり核および仁はそ

の染色性を減じて消失しかけている(図版1-12)。精巣小嚢内腔では多数の精子が認められると同

時に，精細胞から精子への変態も活発に行なわれている(図版1-13， 14)。

貯精嚢への精子貯留

中腸腺から内臓域にかけて複雑に回旋し，体右側に沿って伸び右触角後部に存在する陰茎に達

する輸精管の回旋部位は貯精嚢としての機能を果たしている。貯精嚢として機能する輸精管回旋

部位の雄性生殖巣の発達段階に伴なう形態変化の過程を高橋ら4)の区分に従い，以下の期に分け

た。

休止期 輸精管を構成している繊維性結合組織は厚く数層をなし，萎縮した状態を示す。内層

の上皮細胞は立方状となり，その厚さは他の期に比較してすこぶる厚い。核は紡錘形でヘマトキ

シリンに濃染し，細胞基部に位置する。上皮細胞層には黄色頼粒状小体が多数存在する。内腔に

はまだ小量の精子が残存する(図版11-16，17)。

貯留期 輸精管内腔には精子が渦巻状を呈して多量に貯留されている。この期になると上皮細

胞は薄くなり.核は紡錘形から次第に膨大して円形を呈するようになる。同時にヘマトキシリン

への染色性が弱くなる。また，休止期に認められた黄色頼粒状小体は消失する。さらに多量の精

子が貯留されるこの期の後半になると，上皮細胞および核は扇平になる。また輸精管を取り囲む

繊織性結合組織は著しく薄くなる(図版11-18，19)。

放出期 輸精管内腔にはまだ多量の精子が貯留されているが，量的には貯留期より減少する。上

皮細胞は精子量の減少に伴ないその厚さを増し，核は円形になる。この期になると黄色頼粒状小

体が徐々に出現し始める。また外層の繊織性結合組織はその厚さを増す(図版11-20，21)。

個体群の成熟過程

各発達段階にある生殖巣および貯精嚢を有する個体が観察個体中に占める割合の周年変化は，

個体群としての成熟過程を表わす。第2図にその結果を示す。

放出期卵巣は5月より 8月にかけて出現するが， 7月に観察個体のほぼ50%を占め，その後急
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Fig. 3. . Diagrams showing proporもions of 

animals at various stages of ovary and 

seminal vesicle in each size group. 
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Fig. 2. Diagrams showing proportions of 

animals at each gonad stage and each 

seminal vesicle sもage.

じコ spen七 stage， 匡ヨ recovenng
s七age，a窃 restingstage， ・・ devel-
oping stage (male) & pre-developing 

stage (female)， 医週 post-developing

stage， ・・ ma七urestage (gonad) & 
accumulating stage (seminal vesicle). 

Months 

激に減少し 9月には認められなくなる。この時期は回復期卵巣も同様に高率を示し， 7.8月には

約20%を占めている。発達期前期の卵巣は6月より 10月にかけてみられるが， 8・9月に高い出

現割合を示す(30%強〉。これに続いて発達期後期の卵巣が8月以降急激な増大をみせ， 9月から

11月にかけては雌性個体群の大部分を占める。その後徐々に減少し， 2月から 5月にかけてはわ

ずか10%前後を占めるにすぎない。成熟期卵巣は 11月より出現し始め 7月までかなり長期にわ

たって認められるが， 2月から5月にかけて出現割合は極大を示し(85-95%)，以後急減する。こ

れらのことは産卵が， 5月にはじまり， 6月を盛期として， 7月まで行なわれることを示唆してい

る。

一方，雄性個体群の成熟過程は，雌性個体群のそれとは様相を異にする。 2・3月には雄性個体

群の大部分は放出期精巣を有するが，以後逓減し 8月には認められなくなる。回復期精巣は2月

から 9月までかなり長期にわたってみられ， 2月以後漸増し， 6月から 8月にかけては雄性個体群

の60%強を占めるに至る。その後急激に減少し， 10月には認められなくなる。発達期精巣は7月
から 9月にかけて急激に増大，その後急減し， 11月には認められなくなる。これを反映して，成

熟期精巣は9月より急増し， 11月から 12月にかけては雄性個体群全体が成熟期にある。それ以後

2月にかけて減少し， 3月には認められなくなる。

貯精嚢への精子の貯留過程は精巣の成熟過程を反映している。すなわち，貯留期貯精嚢は9月

から 5月にかけての非常に長期わたって認められるが， 9月より 11月にかけて急激に増大し，以

後3月まで雄性個体群のほぼ全体を占めている。その後急減し 6月には認められなくなる。放出

期貯精嚢も 2月から 8月までかなり長期にわたって認められるが， 5・6月に雄性個体群の 80

-100%を占める。休止期貯精嚢をもっ個体は8月・9月に最も多く，その出現期聞は7月から 10
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月に及ぶ。これらのことは交尾が3月から6月にかけて行なわれることを示唆している。

これまで述べてきた生殖巣の成熟過程，貯精嚢への精子の貯留過程に基づいて，有珠湾におけ

るヒメエゾボラ個体群の成熟過程を要約してみると，雌性個体群では， 5・6月:産卵期， 7月:回
復期， 8月:発達期前期， 9月-12月:発達期後期， 1月-4月.成熟期となり，雄性個体群にお

いては， 4月-6月:交尾期， 7月:回復期， 8・9月:発達期， 10月-3月:成熟期とできょう。

初成熟に達する大きさ

生殖時期に相当する 5月に殻高32.2mmより 95.5mmの範囲に及ぶ227個体を用いて，初成熟

に達する大きさを組織学的に検討した(第3図)。この際，雌では生殖周期で設定した生殖巣の発

達段階に未熟期を加え，雄で、は貯精嚢への精子の貯留過程の 3つの期を規準とした。ここで，未

熟期とは，卵巣小嚢内に卵黄形成前の卵母細胞や卵黄穎粒蓄積開始直後の卵母細胞が認められる

が，これらがほとんど総て崩壊状態にあるものを指す(図版1-15)。

雌では殻高 60mmより成熟期卵巣を有する個体が認められ，殻高の増大に伴ないその割合は漸

進的に増大する。そして殻高85mm以上ではほとんどの個体が成熟期卵巣を保有する。一方，雄

についてみると，殻高40-50mmの問では貯留期あるいは放出期にある個体はきわめて少ない

が，殻高50mmの個体よりその割合は急激に増大し，穀高 55mm以上の個体になると全個体が貯

留期あるいは放出期にある貯精嚢を有する。これらのことより有珠湾におけるヒメエゾボラは，雌

では穀高 60mm，雄では殻高 50mmより生殖群に加入すると考えられる。

11 卵塊産出と稚貝瞬出の時期

卵塊産出

ヒメエゾボラは交尾により体内受精を行ない，雌個体は受精卵を内包する固着型6)の卵嚢を螺

旋状に整然と積み重ね1個の円塔状の卵塊を産出する3)。そのような卵塊は有珠湾においては，主

に，湾央部や湾周部の水深の浅いところに散在する転石や貝殻などの強固なものを基質として産

出される。調査区域内に産出された卵塊数を第4図に示す。卵塊は5月には全く認められないが，

6・7月に大量に出現する。そして 8月になると産出された卵塊数は7月とほぼ同一水準となって
いる。このこととは対照的に，産出途上の卵塊(雌性個体が卵嚢を積み重ね卵塊産出を行なって

いるのが観察された卵塊を指す〉は6月に多く観察され，産出された卵塊のほぼ半数を占める。し

かし， 7月には産出途上の卵塊は激減し.8月には全く認められなくなる。このことは，卵塊が産

出されるのは5月から 7月までの期間であり.8 800 

月までには終了することを意味している。=

卵塊産出に関与している個体の大きさは卵塊 imo 
産出途上の雌性個体の穀高頻度分布(第5図〉か g 400 
ら，穀高 55mm以上より殻高 100mm V.こ及ぶこ O 20日

とがわかる。この大きさは，初成熟に達する個 妥 。
M町 June July Aug 

Months 

体の大きさと極めて近似している。しかし卵

塊産出個体のうち殻高 60mm前後の個体の占

める割合が低いことから(第5図)，主に殻高 65

mmより 85mmまでの個体が産卵群を構成す

ると考えられる。

Fig.4. Numbers of egg masses found in七he
investiga旬dare副.

卵塊産出個体の穀高範囲と同様に， 1個の卵

塊を構成する卵嚢数も第6図にみられるよう
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Fig. 5. Size frequency distribution of female 

animals depositing an egg mass， June 
and July 1978. 

Fig.6. Numbers of egg capsules composing 

of an egg mass. 

に， 20個から 80個という広範囲に及んでいるが， 40個から 60個の卵嚢を有する卵塊がその大部

分を占めている(平均51個)。有珠湾で観察されたこの値は，宮脇3)が厚岸湾産ヒメエゾボラを用

いて飼育条件下で観察した 30個から 50個という値より幾分広範囲に及んでいるが，大きな差異

は認められない。

稚員の勝出

卵嚢内には.他の Neptunea属の種と同様に7にかなり多数の卵が包含されているが，これらの

卵のほとんど総てが栄養卵としての機能を果たし，卵嚢中で発育し成体類似の形態を有して締出

する稚貝の数はヒメエゾボラにおいては 1卵嚢中ではほぼ総てが 1個体である(第 1表)。した

がって， ヒメエゾボラにおける卵嚢からの稚貝併出状況は，卵嚢内での座仔の発育状態および稚

貝の存在の有無を確認することにより把握することができる。ただし，この際，被食等の要因に

より発生途中で死亡した匪仔をもっ卵嚢や脆弱化等の要因で流失した卵嚢も考慮に入れる必要が

ある。そこで，卵嚢の様式を次の5型に分類した。

Table L Number of embryos in an egg capsule， 

September 1978. 

Numb・， 01 emb， yos 

4 

(1) 鮮出直前の稚貝をもっ卵嚢

Numb・， 01 ・gg c・psules

2052 

14 

2 

(2) 瞬、出までにまだ日数を要する腔仔が認められる卵嚢

(3) 稚貝併出後の卵嚢

(4) 被食による穴が認められる匪仔の捕食された卵嚢(発生途中で、死亡した匪仔をもっ卵嚢を

含む)

(5) 流失した卵嚢(卵塊産出終了時期における卵塊の平均卵嚢数51より採集時の卵塊の平均

卵嚢数を差しヲ|し、た値〕

それぞれの採集時期における各々の型の卵嚢の出現割合を第7図に示した。目玉仔の捕食された

卵嚢は，流失した卵嚢が半数以上を占める 11月8日を除き，常に半数以上を占めその割合はほと
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7. Sep. 22.Sep. 7.0ct. 23.0ct. 8.Nov 

Sampling date 

Fig. 7. Diagram showing proportions of each type of an egg capsule. 
区翠 eggcapsule with juvenile just before ha七ching，_:  egg capsule with 
embryo which tak田 daysωhaもchout， _:  egg capsule wi七hjuvenile 
which have haもchedou七，じコ:egg capsule wiも.hembryo su宣eredfrom 
predation， which poss朗 S倒 afew perfora七ionsby predation， EZl: egg cap-
sule swept away. 

んど変動していない(54.8-59.5%)。流失した卵嚢は 10月7日以後認められ，時日経過とともに

その割合は急激に増大する。勝出直前の稚貝をもっ卵嚢および匪仔をもっ卵嚢の割合は9月上旬

より 9月下旬にかけて急減するが，逆に稚貝府出後の卵嚢の割合はこの時期大幅な増大を示す。そ

れ以後前2者の割合は徐々に減少する。これらのことは6月を盛期として産出された卵嚢内にお

ける匪仔は9月上旬より下旬にかけて大部分が，穀高6-11mm，穀径5-7mmの稚貝として勝

出し， 11月上旬までには瞬出が終了することを示している。

考 察

体内受精型の生殖様式をとるヒメエゾボラは，交尾を経た後，転石や貝の穀などの地物への付

着性が最も強し、国着型の性質を有する付着集合型6)の卵嚢を螺旋状に整然と積み重ね l個の円塔

状の卵塊を形成する。有珠湾におけるヒメエゾボラ個体群の交尾期および産卵時期は，生殖巣お

よび輸精管回旋部位の組織学的観察と，産卵行動の確認および卵塊の出現状況より，前者は4月

より 6月と推定され，後者は5月， 6月であることが明確にされた。宮脇3)は北海道厚岸湾におけ

る本種の繁殖期は5月中旬より 7月中旬であり，その前半において交尾が行なわれ，後半に産卵

が行なわれその盛期を 7月上旬と報告し，また函館湾においては高橋ら叫によると本種の交尾期

は4月より 6月，産卵期は高丸・富士引によると 4月ころより 6月ころと推定されているが，有珠

湾におけるヒメエゾボラ個体群においても，上述の結果とほぼ同ーの傾向にある。

体内受精型の生殖様式をとる中腹足目以上高等の腹足類においては，産卵に先立ち交尾が行な

われるが，交尾から産卵までの期聞は種によって異なる。たとえば，Nucella lapillus剖やイボニ

シ，レイシ6)では産卵直前，パイでは2-3目的，ヒメエゾボラでは 10日以上3)と報告されている。

本研究では交尾期は4月から 6月と推定され，産卵は5月， 6月に行なわれることが明確にされ

た。この結果より，有珠湾におけるヒメエゾボラの交尾から産卵までの期聞は，宮脇3)の報告によ

る厚岸湾産のヒメエゾボラとほぼ向ーの期間であり，他の種に比べて長い傾向にあるといえよう。
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Female 

Male 

Fig.8. Diagrams showing the annual cycies of gonad (inciuding seminal vesicie 
in male) and embryo. 

匡雪 recoven時 period，田mII:developing period (male) & pre-developing 
period (female)， _:  mature period， EZ3: spawning period， Bl:召 posレ
developing period，蔭翠 copula七ingperiod， (El: b凶 hperiod， m em-
bryogenesis period， EZ3: ha旬hingperiod 

このことに関しては，雌性個体の受精嚢における精子量の多寡，および野外あるいは室内での交

尾行動の観察によりさらに明確にすることができょう。

卵塊が産出されて卵嚢より佐仔あるいは稚貝が瞬出するまでのいわゆる瞬化期間に関しては多

くの種で調査されている。邦産種61種についてとりまとめた網尾6)の結果によると，大部分の種

が1カ月以内に勝出するとしている。しかし，DWathais aegrotaでは2ヵ月から 3カ月10)，Ne-

仰附加lbaceaでは 3カ月から 4カ月 11)， PU1アuralapillusでは4カ月 12)，Cer，仰抑制folぬtum

では 120日13L さらに Neptunea側 t匂闘ではおよそ 6カ月 14)，Nepωnea pribiloffeωtSにおいては

約 1年15)にも及ぶ鮮化期聞を要することが知られている。有珠湾におけるヒメエゾボラにおいて

は，産卵が6月， ~昨出が 9 月であるから，卵塊が産出されて稚貝が鮮出するまでの府化期間とし

てほぼ2カ月を要するということになる。

体内受精型の生殖様式をとるヒメエゾボラの生殖周期は，生殖巣における生殖細胞の形成に加

えて輸精管回旋部位における精子の貯留過程に始まり，卵塊産出，稚貝鮮出に至るまでの一連の

過程として検討することが望ましい。これまで述べてきた観察結果に基づいて有珠湾におけるヒ

メエゾボラ個体群が示す生殖周期をこのような観点から一括すると第8図のように要約すること

ができる。雌性個体群における生殖巣成熟過程は， 7月:回復期， 8月:発達期前期， 9月-12月:

発達期後期， 1月-4月:成熟期とすることができ，一方，雄性個体群においては， 7月:回復期，

8・9月:発達期， 10月-3月.成熟期とみなすことができ，その後これに引き続く 4月から 6月

にかけての交尾期， 5・6月の産卵期があり， 7・8月が旺発生期， 9・10月が稚貝勝出期となる。
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要約

北海道噴火湾湾奥部に位置する有珠湾において 1977年8月から 1978年 11月まで，ヒメエゾボ

ラNeptuneaarthriticaの生殖巣および貯精嚢として機能する輸精管回旋部位の組織学的観察によ

るヒメエゾボラ個体群の成熟過程と，卵塊産出および稚貝瞬出に関する野外調査を行ない， ヒメ

エゾボラの繁殖生態を検討した。

(1) 生殖巣の発達段階を小嚢に優占する生殖細胞により， (i)回復期， (ii)発達期(雌の場合に

は前期と後期の 2期に区分)， (iii)成熟期， (iv)放出期に分け，貯精嚢の形態変化を (i)放

出期， (ii)休止期， (iii)貯留期に区分した。雌性個体群では，産卵期:5・6月，回復期:7月，

発達期前期 :8月，発達期後期 :9月-12月，成熟期:1月-4月，一方雄性個体群においては，

交尾期:4月-6月，回復期:7月，発達期 :8・9月，成熟期 :10月-3月という l年を 1周

期とする循環的過程をたどる。

(2) 初成熟に達する大きさは，雌性個体では穀高6Omm，雄性個体では殻高 50mmであり，この

大きさより生殖群に加入する。

(3) 産卵個体は殻高 55mmより認められるが，その主群は殻高 65mmから 85mmの個体より

構成される。

(4) 卵塊産出は湾央部や湾周部の水深の浅いところに散在する固い基質に5月から 7月にかけ

て行なわれ， 8月には終了する。

(5) 1個の卵塊は 20個から 80個の卵嚢より構成される。

(6) 卵嚢内で発育する匪仔はほとんど総てが 1個体であり，他の総ての卵は栄養卵としての役割

を果たす。

(7) 卵塊が産出されて稚貝として鮮出するまでの瞬化期間としてほぼ2カ月を要する。

(8) 稚貝は9月上旬より 9月下旬にかけて大部分が締出し， 11月上旬には卵嚢内に存在する匪

仔はほとんど認められなくなる。

(9) 勝出時の稚貝の大きさは殻高 6mm-11mm，穀径5mm-7mmである。
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Explanation of Plates 

PLATE 1 

Phoもomicrographsof sections through gonads in various stages of maturation. 

Bouin-fixed and Delafield's haematoxylin-eosin stained. 
Fig. 1. Ovary; spenもstage. X ca. 200. 
Fig. 2. Testis; spen七stage. X ca. 200 

Fig. 3. Ovary; recovering sもage. X ca. 200. 
Fig. 4. Oogonium in re氾overingstage. X ca. 800. 

Fig. 5. Testis; recovering stage. X ca. 400. 
Fig. 6. Spermatogonium in recovering s七age. X ca. 800. 
Fig.7. Ovary; pre-developing stage. xca.200. 
Fig. 8. Ovary; post-developing sもage. X ca. 200. 
Fig. 9. Testis; developing stage. X ca. 200. 

Fig. 10. Primary spermatocyte and spermatid in developing stage. X ca. 200 
Fig. 11 and 12. Ovary; mature sもage. X ca. 200. 
Fig.13. T田もis;mature stage. X ca. 200 

Fig. 14. Sperm in mature sもage. X ca. 800. 
Fig. 15. Ovary; immature sもage. X ca. 400. 

og: oogonium， ro: relict oocyte， rs: relict sperm， scl: primary spermaもocyte，sg: sperma.七ogonium，も:
spermaもid，sz: sperma七ozoon.
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PLATE 11 

Photomicrographs of sections through seminal vesicles in various stages of 

maturation. Bouin-fixed and Delafield's haematοxylin-eosin stained. 

Fig. 16. Seminal v回目le;resting stage. X ca. 200 
Fig.17. Epiもherialcells in resting stage. X ca. 400 
Fig. 18. Seminal v回目le;accurnulating 叫age. X ca. 200 
Fig. 19. Epitherial cells in accumulating stage. X ca. 400 
Fig. 20: Seminal vesicle; spent stage. X ca. 200 
Fig.21. Epiιherial cells in spent stage. X ca. 400 
sz: sperm叫ozoon，ygb: yell。、¥'granular body 
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